
Go！みらい！
ごみ減量説明会

福島市 ごみ減量推進課

力をあわせて きれいな街をつくりましょう！
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１ ごみ減量・分別強化の取り組みが始まります！ 

 （１）ごみ袋の開封調査の概要 

①「福島市廃棄物の処理及び清掃に関する条例」の一部改正 

  【目的】 

 

 

 

 

 

 

  【主な改正内容】 

   ⅰ ごみの適正排出を「市民の責務」として明確化 

   ⅱ 違反ごみ排出者を特定するための「開封調査の実施」 

   ⅲ 「改善勧告」後も再度違反ごみ排出が繰り返され、特に悪質な場合「氏名等を公表」 

  

 【現状】 

  （ごみ排出量） 

   ・東日本大震災以降、H27年度をピークにごみ排出量が高止まり状態。 

   ・R10.4月稼働の新あぶくまクリーンセンターは、現状に比べ焼却能力が 120t/日へ半減。 

   ・ごみ減量による最終処分場の延命化は、将来世代の負担を減らすために重要。 

※大舘山最終処分場の受入年数は、計画上 15年間。 

（R4.6月稼働：建設事業費 53億 3千万円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業者：ごみ集積所への不法投棄の防止 市民：分別・ごみ減量・リサイクルの推進 

条例改正 

① 生活環境の保全・公衆衛生の向上 ② CO2排出量の削減・脱炭素社会の実現に貢献 
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◎ 令和 5年度違反ごみ件数：9,240件（うち令和 5年度事業系ごみに関する指導件数：233件） 

（事業者） 

  ・事業系ごみがごみ集積所へ不法投棄されることによる町内会の管理負担の増。（画像 1） 

・中心市街地で大量に排出された生ごみを狙うカラス被害が頻発。（画像２） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

（市民） 

・リサイクル可能な資源物（容器包装プラ、ペットボトル等）が分別されず排出。（画像３） 

・穴あけ未処理のスプレー缶、収集できないリチウムイオン電池等が不燃ごみに混入し、 

収集車両の火災や処理工場内の発火原因となっている。（画像４） 

※令和 5年度車両火災件数：6件 

  

ごみの不適正排出により想定される主なコスト等 

・対応にあたる職員の人件費          ：約３０，０００，０００円 

・可燃、不燃ごみに混入した資源物売払機会の損失：約２０，０００，０００円 

・車両火災による修繕額（１台あたり）     ：約 ３，０００，０００円 

画像２ 

画像３ 画像４ 

画像１ 
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② 開封調査等の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【開封、指導、勧告、公表の内容】 

 ⅰ対象となるごみ ※外見からの情報で排出者が特定できない場合に限定 

  ・家庭ごみ  

排出ルールが守られず特に悪質度が高いと判断されたごみ 

例）資源物が袋の半分以上混入している可燃ごみ 

  ・事業系ごみ 

    通常家庭から排出されたとは考えにくく、事業系ごみの可能性が高いごみ 

    （通報等により事業者が排出したことが明らかな場合を含む） 

    例）大量の生ごみや調味料の容器、毛髪、建築廃材、農業用資材など 

 

 ⅱ 調査体制 

  ・調査を行う者：市長が指定した市職員 

  ・開封実施場所：ごみ集積所以外で、調査者以外の目に触れない閉鎖された場所（市施設内） 

   

 ⅲ 公表事項 

  ・氏名（事業者の場合は、事業者名及び代表者氏名） 

  ・住所（市民の場合は、住所の一部） 

  ・勧告内容（勧告日、違反内容） 

 

 ⅳ 公表先 

  ・市ホームページ（一定期間継続して公表） 

※同一人物の場合 ※同一人物の場合 
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２ 問い合わせの多い「排出ルール」「分別」ＴＯＰ５ 

 

１位 剪定枝は 60㎝以内に切って出す 

理由 焼却炉投入口サイズは、狭小部で一辺 80㎝と狭く、  

ごみが詰まらないようにするためです。  

２位 スプレー缶・カセットボンベは使い切り風通しの良い場所で 2か所以上穴をあけて 
理由 ごみ収集車両火災が令和５年度に６件発生しています。 

３位 資源物は二重袋にしないで出す 

理由 資源物は、破袋機にかけて袋を破り、手選別で不適物を取り除く作業をします。 

そのため、袋が二重だと破袋機で袋が破れずに作業に支障が出て、資源物として扱えなく

なってしまいます。 

４位 石や土は捨てることができません 
理由 石や土は自然物であり、ごみではないことから回収対象としておりません。また石がごみ

に混じると破砕機が壊れるなど、市全体のごみ処理がストップする可能性があります。 

処分したい場合は、庭に撒いていただくか土や石を扱う業者等にご相談ください。 

５位 ４５ℓ以下の透明（または半透明）の袋に入れて出す 
理由  ９０ℓなどの大きな袋はパッカー車に詰まったり、焼却炉投入口に詰まる場合があります。 

また、収集作業員の安全のため、必ず透明（または半透明）の袋でごみを出して下さい。 

 

 

 

 

１位 容器包装プラ（プラマークあり）はどこまで汚れを落とせばいい？ 

Ａ．目で見て汚れがわからない程度、又は家庭内の保管に支障が出ない程度。 

※注射針や釣針などの針類は、手選別作業員の安全のため、 

容器包装プラとしては絶対に出さないでください。 

２位 ビデオテープはなにごみ？ 

Ａ．可燃ごみです（不燃ごみではありません） 

 ※破砕処理の際、テープが機械に絡まり故障する可能性あり 

３位 プラマークがないプラごみはなにごみ？ 
Ａ．やわらかいものは可燃ごみ、かたいものは不燃ごみです 

４位 ビンや缶に貼ってある紙のラベルがきれいに剥がせません。 
Ａ．みなさんのできる範囲ではがしてください。リサイクル時の熱処理などで取り除きます。 

５位 市販の弁当容器、フタ、ラップのラベルが剥がれないときは？ 
Ａ．みなさんのできる範囲ではがしていただくか、ラベル部分を切って容器包装プラに出してくだ

さい。ラベルは可燃ごみです。 

長さ 60cm以内 

太さ 
10cm以内 

トレイ ボトル類 袋類 

容器類 緩衝材 
外装フィルム 

パック類 
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 が便利です! 
 

 福島市では、ごみ分別アプリのサービスを行っています。 

スマートフォンで、ごみの分別、出し方、収集日を確認できます。 

分別は、「ごみ減量」の第一歩！！ ぜひご利用ください。 
 

 主な便利機能  

● ごみ出し通知    … ごみ出し日をアラーム機能でお知らせ、出し忘れ防止！ 

● ごみ分別検索    … 分別に迷うごみも、検索ですぐ解決！ 

● ごみ収集カレンダー … ごみの収集日をカレンダー形式で確認できます。 

● インフォメーション … 福島市からのお知らせを確認できます。 

● 多言語表示     … 「英語」「中国語」「韓国語」の設定が可能です。 

インストールはこちらから  

iPhone などの iOS 端末 Android 端末 

 

 

 

 

または、 

ＡｐｐＳｔｏｒｅで 

「さんあーる」を検索 

 

 

 

 

または、 

Ｐｌａｙストアで 

「さんあーる」を検索 

 

 最初に初期設定を  

お住いの地区を設定してください。 

(1) アプリを起動し「新規登録」を選択 

(2) お住まいの地区を、都道府県から順に選択し、 

内容確認後「ＯＫ」を選択 

(3) トップページが表示されたら設定完了 

 

分別はスマホで 

かんたん即検索 

【お問い合わせ】 

福島市ごみ減量推進課ごみ減量推進係 

電話 024-525-3744（直通） 

 

新しい分別項目が 

大量追加！ 

今すぐチェック！ 
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